
検証資料-4 

（支援策後の阪堺電軌の経営状況について） 



全路線（阪堺線、上町線）の収支について 
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・営業収益は、平成21年度に比べて、約33,386千円増加している。 
・営業費用は、平成21年度に比べて、約98,308千円減少している。 

・営業損益は、平成21年度に比べて、約131,694千円改善している。 



平成21年度　支援策前軌道事業収支表 (単位：千円)　未満切捨

1,204,639 1,004,795 199,842

1,115,057 937,226 177,830

826,147 683,554 142,593

288,909 253,671 35,237

89,581 67,569 22,012

15,597 6,644 8,952

47,778 36,483 11,293

19,864 19,291 572

6,341 5,148 1,192

1,543,789 1,139,901 403,887

787,020 562,909 224,109

67,789 46,254 21,533

411,437 322,383 89,053

41,726 30,867 10,857

80,893 60,721 20,171

67,103 46,064 21,038

87,819 70,695 17,123

▲ 339,150 ▲ 135,106 ▲ 204,044

（堺市補助）

営 業 損 益

広 告 料

構 内 営 業 料

そ の 他 雑 入

営 業 費 用

人 件 費

電 車 動 力 費

修 繕 費

物 件 費

経 費

諸 税

減 価 償 却 費

貸 付 料

全路線 堺市内大阪市内

営 業 収 益

旅 客 運 輸 収 入

定 期 外

定 期

運 輸 雑 収 入

補 助 額 合 計

営 業 損 益
（ 堺 市 補 助 含 む ）

運 賃 施 策 へ の 支 援

周 知 広 報 へ の 支 援

施設保安･保守への支援

全路線（阪堺線、上町線）の収支について 
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阪堺線の収支（堺市補助なし）について 

（千円） 

収入 1,204,639 

支出 1,543,789 

収入 1,208,076 

支出 1,452,648 

収入 1,228,658 

支出 1,513,926 

収入 1,215,691 

支出 1,535,509 

収入 1,226,612 

支出 1,472,792 

収入 1,238,025 

▲339,150 ▲244,572 ▲285,268 ▲319,818 ▲246,180 ▲207,456 

・阪堺線全線の欠損額は、収入が増加傾向にあり、支出が減少傾向になっているため、支援策前より大幅に改善されている。 

・堺市内の欠損額より大阪市内の欠損額が大幅に改善しているが、大阪市内の支出が支援策前より大幅に減少していることが 

 要因となっている。 

堺市内 
欠損額 

204,044（千円） 203,973（千円） 213,958（千円） 231,094（千円） 181,521（千円） 193,866（千円） 

大阪市内
欠損額 

135,106（千円） 40,599（千円） 71,310（千円） 88,724（千円） 64,659（千円） 13,590（千円） 

支出 1,445,481 
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阪堺電軌の運賃収入比較（補助なし） 

減収 

H21年度 
（支援前） 

826,147 826,409 

値下げ後の 
収入試算値 

858,674 846,716 848,938 

（千円） 

・阪堺電軌（全路線）の運賃収入は、支援策による運賃値下げに伴う収入減以上の運輸収入増加となっている。 
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

※減収の内訳 

  ・堺市内・大阪市内区間の均一運賃化による減収 

  290円→200円 90円/人の減収 

  ・高齢者利用割引による減収  

    １区間利用時：200円→100円   100円/人の減収 

            ２区間利用時：290円→100円   190円/人の減収    

※H23年1月 
 運賃補助開始 

高齢者割引 
利用者増加 
に伴う減収 

H25年7月 
高齢者割引 
平日拡充 

に伴う減収以上の 
２区間利用者の増加 

918,212 

H26年度 



・大阪市内1区間運賃収入 

・2区間運賃収入 

  （大阪市内分） 

・堺市内1区間運賃収入 

・2区間運賃収入 

   （堺市内分） 

大阪市内定期外運賃収入 

堺市内定期外運賃収入 

堺市 

大阪市 

定期外運賃収入内訳（大阪市内・堺市内） 

大阪市内運賃収入 
136円 

（200円×（6km÷8.8km) 

堺市内運賃収入 
64円 

（200円×（2.8km÷8.8km) 

○2区間運賃収入について 

【例】天王寺～大小路の場合 

天王寺駅前 大小路 我孫子道 6km 2.8km 

運賃：200円 
距離：8.8km 
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恵美須町 

住吉公園 

住吉 

天王寺駅前 

我孫子道 

浜寺駅前 

阪堺線 大阪市内区間 

阪堺線 堺市内区間 

  

  

・2区間の定期外運賃収入は、大阪市内区間と堺市内区間を利用者が移動した距離の比率により割り振ることとしている。  

・交通量調査の結果から、大阪市内区間と堺市内区間の定期外運賃収入の比率は、約8：2としている。 
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阪堺電軌の2区間利用の取扱いについて 
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17.3％  17.6％  

20.7％  
20.3％  

20.2％  

・2区間利用の収入は、距離比により大阪市内区間と堺市内区間に割り振られている。 

・２区間利用者増加による増収の約８割が、大阪市内区間の旅客運賃収入に割り振られている。 

（人/日） 

82.7％  82.4％  79.3％  79.7％  79.8％  

20.7％  

79.3％  

（
補
助
な
し
） 

堺
市
内
区
間
旅
客
運
賃
収
入 

（
補
助
な
し
） 

大
阪
市
内
区
間
旅
客
運
賃
収
入
） 

2,417（人/日） 2,498（人/日） 3,405（人/日） 3,367（人/日） 3,546（人/日） 4,332（人/日） 



6,600  29,042  37,253  
100,382  

164,008  

8,376  34,163  43,706  

93,543  

149,188  
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14,976 

107,703 

752,845 742,730 789,679 

（人） 

・高齢者割引の利用者数は、H25年に利用日拡充（五十日→平日）を行ったことで、利用者数が増加した。 

・運賃均一化の利用者数についても増加傾向にある。 
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63,205 80,959 

193,925 

運賃均一化及び高齢者割引の利用者数について 

（人） 運賃均一化利用者数（高齢者割引除く） 

高齢者割引利用者数 

対象日数 15日 71日 71日 202日 

854,476 

313,196 

247日 

※H23年1月～3月 



運賃差額 
大人：90円 
小児：50 

 大人：290円 小児：150円 
    【阪堺収入】 
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2区間運賃均一化及び高齢者割引への運賃差額支援について 

・支援策による2区間運賃均一化及び高齢者割引での運賃差額（減収分）の支援を行っている。 

【1区間】 

【2区間】 

支援前  

●2区間均一運賃化 

●高齢者割引 

支援後   大人：200円 小児：100円 
 【阪堺収入（補助なし）】 

支援前  

支援後  

支援前  

支援後  

 大人：200円 
 【阪堺収入】 

 大人：100円 
【阪堺収入（補助なし）】 
  

運賃差額 
大人：100円 

大人：290円 
【阪堺収入】  

運賃差額 
大人：190円 

堺市補助額 
90円  

堺市補助額 
100円  

堺市補助額 
190円  

 大人：100円 
【阪堺収入（補助なし）】 
  



83,621 大人：290円 小児：150円 
69,155 

（82.7％）  
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定期外2区間運賃収入内訳（高齢者割引除く） 

・大阪市内、堺市内とも運賃値下げによる利用者増加によって、支援策前より2区間運輸収入が増加となっている。 

・２区間利用者の堺市内の利用区間が長くなったことで、堺市内収入の割合も支援策前より増加しているが、2区間運輸収入の割

り振りは、大阪市内への割合が多くなっている。 

(千円)  

21,222 

147,897 

145,811 

153,846 

14,466 
（17.3％） 

17,487
（82.4％）  

117,282 
（79.3％）  

115,628 
（79.3％） 

堺市内収入
（補助なし）  

122,615 
（79.7％）  

大阪市内収入（補助なし）  

3,735 
（17.6％） 

30,615 
（20.7％）  

30,183 
（20.7％）  

31,231 
（20.3％）  

64,212  

63,265  

66,718  

9,245  

市運賃均一化補助額 
（運賃差額支援）  

 H21年度 

H22年度 
（1～3月のみ） 

H23年度 

H24年度 

H25年度 

※H23年1月より支援開始（大人：200円 小児：100円） 
 

167,980 
134,048 

（79.8％）  

33,932 
（20.2％）  68,798  H26年度 



H22年度 
（1～3月のみ） 

27,627 
大人：290円  

22,847 
（82.7％）  
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高齢者割引時の定期外2区間運賃収入内訳 

・大阪市内、堺市内とも運賃値下げによって、支援策前より2区間運輸収入が得られていない。 

・運賃値下げによる減収分は、運賃差額支援によって賄う状態となっている。 

・２区間利用者の堺市内の利用区間が長くなったことで、堺市内収入の割合も支援策前より増加しているが、2区間運輸収入の割

り振りは、大阪市内への割合が多くなっている。 

(千円)  

837 

3,416 

4,370 

9,354 

4,779 
（17.3％） 

664
（82.4％）  

2,709 
（79.3％）  

3,465 
（79.3％） 

堺市内収入
（補助なし）  

7,455 
（79.7％）  

大阪市内収入 
（補助なし）  

173 
（17.6％） 

707
（20.7％）  

905 
（20.7％）  

1,899 
（20.3％）  

6,490 

8,304  

17,773  

1,591 

市運賃均一化補助額 
（運賃差額支援）  

 H21年度 

H23年度 

H24年度 

H25年度 

※H23年1月より支援開始大人：100円 

14,918 
11,905 

（79.8％）  

3,013 
（20.2％）  

28,345  H26年度 



大人：200円 29,638(千円)   
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高齢者割引時の定期外１区間運賃収入内訳（堺市内区間） 

660   

2,904   

3,725  

堺市内収入
（補助なし）  

10,038   

2,904  

3,725  

10,038  

660   

市運賃均一化補助額 
（運賃差額支援）  

 H21年度 

H22年度 
（1～3月のみ） 

H23年度 

H24年度 

H25年度 

※H23年1月より支援開始大人：100円 

・運賃値下げによって、支援策前より堺市内区間運輸収入が得られていない。 

・運賃値下げによる減収分は、運賃差額支援によって賄う状態となっている。 

16,400  16,673  H26年度 

(千円)  



他の路面電車事業者の選定について 

■選定路面電車事業者 

○福井鉄道株式会社（福井県） 

○万葉線株式会社（富山県） 

■他の路面電車事業者の選定方法 

○阪堺電気軌道株式会社と同様、公費が投入されている路面電車事業者を選定 

■路面電車選定理由 
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○福井鉄道株式会社  

  阪堺電気軌道株式会社と同様、民間事業者が軌道事業を行っており、公費が投入されている。 

○万葉線株式会社 

  阪堺線電気軌道株式会社と同様、公費が投入される前から軌道事業として営業運行を行っている。 

■他の路面電車事業者との比較項目 

○支援策後の利用者数状況を支援開始前年度から開始５年目までで比較  

○支援策後の経営指標を最新の鉄道統計年報である平成２４年度実績で比較 

 ・収支バランス 

 ・職員数あたりの収入 

 ・輸送人キロあたりの収入や支出のバランス 



福井鉄道について 

■福井鉄道への支援内容（平成２１年度より支援開始） 

○設備投資への補助（１０年間：３１億円） 

  ※県：２１億円、国：１０億円 

  ※設備投資の範囲：駅の新設（４駅）、Ｐ＆Ｒ駐車場の新設・増設、低床式車両導入、駅等の改修 

○修繕費等への補助（１０年間：１２億円） 

  ※沿線３市（福井市、鯖江市、越前市）による補助 

  ※修繕費の範囲：線路保全費、電路保全費、保守管理費、固定資産税 

○鉄道用地の無償貸付 

  ※県の鉄道用地取得費の一部補助を活用し、沿線３市が福井鉄道から鉄道用地を取得 

■福井鉄道株式会社概要 

○昭和２０年設立の１００％民間事業者 

○鉄軌道事業以外に乗合バス事業、貸切バス事業、広告業、物品販売業の事業を実施 

○鉄軌道事業は、福井県福井市の田原町駅から福井県越前市の越前武生駅の21.4km 

○平成21年2月に全国初となる鉄道事業再構築実施計画（計画期間１０年間）の認定を受ける 
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※鉄道事業再構築実施計画とは 

  経営状況に鑑み、その継続が困難となり、又は困難となる恐れがあると認められた鉄道事業を対象として、 

  事業構造の変更に必要な許可等の法的手続きの簡素化等の特例措置や、予算・税制特例・地方財政措置等の 

  総合的なパッケージによる支援措置が講じられるために必要な計画 



■万葉線への支援内容（平成１４年度より支援開始） 

○地域公共交通確保維持改善事業の対象施設の整備（国費対応あり） 

  ※国：事業費の1/3を補助、県：事業費の1/3を補助、高岡市：事業費の1/6を補助、射水市：事業費の1/6を補助 

○地域公共交通確保維持改善事業の対象施設の整備（国費対応なし） 

  ※県：事業費の1/3を補助、高岡市：事業費の1/3を補助、射水市：事業費の1/3を補助 

○運営に係る損益分を負担 

  ※高岡市：損益分の1/2を負担、射水市：損益分の1/2を負担 

■万葉線株式会社概要 

○平成１３年設立の第三セクター 

○平成１３年に加越能鉄道株式会社から営業譲渡され、平成１４年４月より営業開始 

○鉄軌道事業は、富山県高岡市の高岡駅から富山県射水市の六渡寺駅の8.6kmの高岡軌道線と射水市の六渡寺駅から 

 射水市の越ノ潟駅の4.9kmの新湊港線 （高岡軌道線と新湊港線は直通運転）  
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※万葉線の第三セクター方式 

  富山県、高岡市と新湊市（現射水市）両市、市民等が出資 

  軌道事業者としては、全国初の第三セクター 

万葉線について 



19,737 20,002 

21,215 
21,282 

21,505 
22,208 

18,000

20,000

22,000

24,000

支援策開始後の利用者数について 
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・阪堺電軌、福井鉄道、万葉線とも支援策開始前の利用者数より、支援策開始後の利用者数が増加している。３事業者とも増加

策を行ったことが、利用者増加に繋がっていると考えられる。 

4,385  

4,490  
4,740  

4,816  4,858  

5,208  

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

阪堺電軌 

福井鉄道 

万葉線 

（人/日） 

（人/日） 

（人/日） 

2,471人 

（約12.5%）増加 

823人（約18.8%）増加 

438人（約16.2%）増加 

運賃補助 

あべの
キューズ
モール 

低床式車両１編成運行 
高齢者割引拡充 

Ｐ＆Ｒ駐車場整備（4か所） 
新駅設置 

Ｐ＆Ｒ駐車場整備（5か所） 
新駅設置（2か所） 低床式車両1編成目運行 

低床式車両1編成目運行 低床式車両2編成目運行 低床式車両3編成目運行 

支援策前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 

支援策前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

支援策前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

5年目 

低床式車両２編成運行 
あべのハルカス 
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収益 費用 

諸税・減価償却費 

一般管理費等 

経費（運送） 

人件費（運送） 

収益 

３事業者の収支バランスについて 

（千円） 

・万葉線の営業費は、収益の約1.4倍となっている。 

・福井鉄道の営業費は、収益の約1.5倍となっている。 

・阪堺電軌の営業費は、収益の約1.2倍となっており、他の路面電車事業者より収支バランスが良くなっている。 
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（千円） 

（千円） 

万葉線 

福井鉄道 

阪堺電軌 

195,509 

273,764 

347,645 
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資料：鉄道統計年報［平成24年度］ 



（円/人キロ） 
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・輸送人キロあたりの収支は阪堺電軌が最も良く、次に万葉線、福井鉄道の順になっている。 

・阪堺電軌は他の事業者より輸送人キロあたりの収入、支出とも多いが、輸送人キロあたりの支出に占める収入割合が他の事業

者より良くなっている。 

３事業者の輸送人キロあたりの収支について 

事業者名 
輸送人キロあたりの収入 

（円/人キロ） 
輸送人キロあたりの支出 

（円/人キロ） 
輸送人キロあたりの支出

に占める収入割合 

万葉線 27 38 0.71 

福井鉄道 19 29 0.66 

阪堺電軌 41 48 0.85 

資料：鉄道統計年報［平成24年度］ 
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（円/人キロ） 

18 

・輸送人キロあたりの収入は阪堺電軌が最も高く、次に万葉線、福井鉄道の順になっている。 

・阪堺電軌は他の事業者より収入、輸送量とも多いが、輸送人キロあたりの収入が他の事業者の1.5～2倍程度になっている。 

３事業者の輸送人キロあたりの収入について 

事業者名 収入（千円） 輸送人キロ（千人キロ） 
輸送人キロあたりの収入 

（円/人キロ） 

万葉線 195,509 7,227 27 

福井鉄道 347,645 18,208 19 

阪堺電軌 1,291,440 31,701 41 
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資料：鉄道統計年報［平成24年度］ 



事業者名 支出（千円） 輸送人キロ（千人キロ） 
輸送人キロあたりの支出 

（円/人キロ） 

万葉線 273,764 7,227 38 

福井鉄道 519,698 18,208 29 

阪堺電軌 1,535,509 31,701 48 

19 

（円/人キロ） 

３事業者の輸送人キロあたりの支出について 

・輸送人キロあたりの支出は阪堺電軌が最も高く、次に万葉線、福井鉄道の順になっている。 

・阪堺電軌の支出が他の事業者より３～５倍多いが、輸送人キロあたりの支出は他事業者と同程度となっている。 
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資料：鉄道統計年報［平成24年度］ 

注）支出は諸税･減価償却費を含む営業費 


